
13 広報すおう大島 令和２年 ( 2020 年 )9 月号

【Ｐ 8 ちょび塩クイズ答え：②】　最近韓国が抜きましたが、日本は長い間、世
界一の「胃がん大国」でした。これには、塩分の多い日本的な食生活が大
きく影響していることが分かっています。
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つつじ墓園

【三　蒲】

　

周
防
大
島
町
共
同
墓
地
『
つ
つ
じ
墓
園
』

の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。
使
用
許
可
申
請
を
す
る
場

合
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
者
の
資
格　
　

　

次
の
⑴
～
⑶
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑴
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

⑵
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
方

⑶
町
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
方

※
町
外
居
住
の
場
合
は
、
管
理
人
の
選
任
が

　

必
要
で
す
。

■
所
在
地
お
よ
び
使
用
料

○
所
在
地

　

周
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○
墓
所
の
面
積　
　
　
　

　

１
区
画　

約
１
・
３
６
ｍ
×
１
・
３
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ｍ

　
（
縁
石
を
含
ま
な
い
）

○
使
用
料
（
永
代
）　　

　

18
万
円
（
１
区
画
）

○
管
理
料
（
永
代
）　　
　

　

２
万
円
（
１
区
画
）

※
許
可
の
際
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
方
法　
　
　
　
　

　

各
総
合
支
所
・
生
活
衛
生
課
に
備
え
付
け

の
墓
所
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
注
意

　

町
で
は
、
石
材
業
者
の
指
定
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
石
材
業
者
等
に
よ
る
申
し
込

み
代
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課 

生
活
衛
生
班
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つ
つ
じ
墓
園
使
用
の
ご
案
内

〇
戸
別
受
信
機
の
電
池
切
れ

　

戸
別
受
信
機
に
は
停
電
を
想
定
し
て
、
乾

電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
の
残
量
が
少
な
く
な
る
と
、
放
送

終
了
後
に
赤
色
の
表
示
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、

「
プ
ッ
、
プ
ッ
、
プ
ッ
」
と
警
告
音
が
鳴
り

ま
す
。

　

災
害
時
の
停
電
で
避
難
情
報
を
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
で
避
難
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
電
池
切
れ
を
確

実
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
赤
ラ
ン
プ
の
点

滅
と
音
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
音
を
止
め
る

　
「
緊
急
音
量
解
除
」
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

一
時
的
に
警
告
音
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

放
送
を
受
信
す
る
と
再
び
警
告
音
が
鳴
り

ま
す
。

中央の「ＯＰＥＮ」の部分
を強く押して矢印の方向へ
スライドさせます。

単２の電池（アルカリ電池
推奨）が４本必要です。

〇
電
池
の
交
換
方
法

　

受
信
機
の
右
側
面
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を

切
っ
て
、
前
面
の
ふ
た
を
開
け
ま
す
。

　

電
池
の
交
換
が
終
わ
っ
た
ら
元
に
戻
し
、

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し
て
電
源
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
ま
す
。
赤
色
の
ラ
ン
プ
が
消
え
て

緑
色
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
れ
ば
電
池
交

換
の
終
了
で
す
。

点滅

押すと一時的に音が止まります

安
心
の
あ
る
ま
ち
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